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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第72期

第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自 2018年４月 1日
至　2018年12月31日

自 2019年４月 1日
至　2019年12月31日

自　2018年４月 1日
至　2019年３月31日

売上高 (百万円) 261,956 249,440 356,537

経常利益 (百万円) 6,602 7,188 8,660

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 4,327 4,740 5,630

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 3,307 4,400 4,269

純資産額 (百万円) 52,931 56,655 53,897

総資産額 (百万円) 118,568 118,258 118,499

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 176.23 193.03 229.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 44.57 47.83 45.41
 

 

回次
第72期

第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年10月 1日
至　2018年12月31日

自 2019年10月 1日
至　2019年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 55.65 61.25
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（繊維事業）

前連結会計年度において持分法非適用の関連会社であったPT.MATSUOKA INDUSTRIES INDONESIAは、重要性が増し

たため、第１四半期連結会計期間より持分法適用の範囲に含めております。

また、MASL COMPANY LIMITEDを新たに設立したことに伴い、第２四半期連結会計期間より持分法適用の範囲に含

めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。 

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は前年同期比4.8％減の2,494億40百万円、営業利益は前

年同期比10.4％増の67億７百万円、経常利益は前年同期比8.9％増の71億88百万円、親会社株主に帰属する四半期純

利益は前年同期比9.5％増の47億40百万円となりました。

当社グループは、2017年４月25日に中期経営計画「Chori Innovation Plan 2019」を発表し、新たなステージ

(2022年度ビジョン 売上高4,000億円、経常利益130億円)へ向けて、高機能・高専門性を基盤として、グローバルに

進化・変化し続ける企業集団を標榜して事業を推進しております。中期経営計画では、「連結経営基盤強化」、

「新規開発・事業投資、M&A」、「コーポレート・ガバナンス」、「人的基盤強化」を基本戦略に掲げ、その諸施策

を着実に推進し、グローバル化加速による海外収益の拡大や連結企業群の充実を図っております。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。　

①　繊維事業

当セグメントにおきましては、国内消費マインドが回復せず国内市場全般が低調に推移したこと等により、売上

高は、前年同期比6.4％減の836億27百万円となりましたが、一方で、海外素材分野が堅調に推移したこと、国内衣

料分野において事業の選択と集中を推進したこと等により収益性が改善し、セグメント利益（経常利益）は、前年

同期比7.2％増の30億49百万円となりました。

②　化学品事業

当セグメントにおきましては、バルク商材の有機化学品分野の市況低迷等により、売上高は、前年同期比9.1％減

の1,172億51百万円となりました。一方で、医農薬商材等のファインケミカル分野が堅調に推移し、セグメント利益

（経常利益）は、前年同期比7.4％増の30億78百万円となりました。

③　機械事業

当セグメントにおきましては、中南米向け車輛事業が堅調に推移したことに加え、欧州・アフリカ市場での取扱

い拡大が継続しており、売上高は、前年同期比11.2％増の485億７百万円となり、セグメント利益（経常利益）は、

前年同期比50.7％増の４億12百万円となりました。
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(2) 財政状態の状況

　（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、1,182億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億40百万円

減少しました。これは主に、現金及び預金が23億20百万円減少、投資その他の資産が13億36百万円増加したことに

よるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、616億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億99百万円減少

しました。これは主に、支払手形及び買掛金が36億13百万円減少、関係会社短期借入金が20億円増加したことによ

るものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、566億55百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億58百万円増

加しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により47億40百万円増加、配当金の支払いに

より15億96百万円減少、為替換算調整勘定が６億10百万円減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は23百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 55,000,000

計 55,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,303,478 25,303,478
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 25,303,478 25,303,478 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年10月１日～
2019年12月31日

― 25,303,478 ― 6,800 ― 1,700
 

 

(5) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区 分 株式数（株） 議決権の数(個) 内 容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

747,200
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 24,523,800
 

245,238 ―

単元未満株式 普通株式 32,478
 

― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  25,303,478
 

 

― ―

総株主の議決権 ― 245,238 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、次のものが含まれております。

イ）証券保管振替機構名義の株式                                               800株(議決権８個)

ロ）株主名簿上は当社名義だが実質的に所有していない株式                       100株(議決権１個)

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、次の株式が含まれております。

自己保有株式 蝶理株式会社          72株
 

 

② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

(％)

(自己保有株式)
 蝶理株式会社

大阪市中央区淡路町
一丁目７番３号

747,200 ― 747,200 2.95

計 ― 747,200 ― 747,200 2.95
 

(注) 株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株(議決権１個)あります。

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

　

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 12,896 10,575

  受取手形及び売掛金 ※5  66,537 ※5  67,327

  商品及び製品 14,159 14,579

  仕掛品 25 82

  原材料及び貯蔵品 4 7

  未着商品 936 290

  その他 4,447 5,037

  貸倒引当金 △10 △29

  流動資産合計 98,997 97,871

 固定資産   

  有形固定資産 2,772 3,219

  無形固定資産   

   のれん 1,956 1,075

   その他 346 328

   無形固定資産合計 2,303 1,404

  投資その他の資産 ※1  14,426 ※1  15,763

  固定資産合計 19,502 20,387

 資産合計 118,499 118,258

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※5  52,635 ※5  49,022

  短期借入金 1,937 2,045

  関係会社短期借入金 － 2,000

  未払法人税等 1,411 735

  賞与引当金 872 549

  関係会社整理損失引当金 42 42

  その他 4,752 3,983

  流動負債合計 61,651 58,379

 固定負債   

  長期借入金 71 44

  繰延税金負債 729 867

  退職給付に係る負債 2,053 2,077

  その他 97 234

  固定負債合計 2,951 3,223

 負債合計 64,602 61,602
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,800 6,800

  資本剰余金 1,753 1,753

  利益剰余金 45,337 48,436

  自己株式 △740 △741

  株主資本合計 53,149 56,248

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 773 1,170

  繰延ヘッジ損益 249 108

  為替換算調整勘定 △323 △933

  退職給付に係る調整累計額 △35 △30

  その他の包括利益累計額合計 664 315

 非支配株主持分 83 92

 純資産合計 53,897 56,655

負債純資産合計 118,499 118,258
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 261,956 249,440

売上原価 240,682 227,993

売上総利益 21,274 21,446

販売費及び一般管理費 15,196 14,739

営業利益 6,077 6,707

営業外収益   

 受取利息 98 179

 受取配当金 183 192

 持分法による投資利益 202 177

 為替差益 95 9

 債務勘定整理益 60 56

 雑収入 214 146

 営業外収益合計 854 761

営業外費用   

 支払利息 71 65

 手形売却損 162 144

 雑支出 95 71

 営業外費用合計 329 281

経常利益 6,602 7,188

特別利益   

 投資有価証券売却益 1 11

 固定資産売却益 2 1

 特別利益合計 3 12

特別損失   

 投資有価証券評価損 0 83

 投資有価証券売却損 － 4

 固定資産処分損 8 2

 その他 － 2

 特別損失合計 8 93

税金等調整前四半期純利益 6,597 7,107

法人税、住民税及び事業税 2,075 2,182

法人税等調整額 189 175

法人税等合計 2,265 2,358

四半期純利益 4,332 4,748

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 8

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,327 4,740
 

EDINET提出書類

蝶理株式会社(E02509)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 4,332 4,748

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △795 397

 繰延ヘッジ損益 139 △140

 為替換算調整勘定 △274 △433

 退職給付に係る調整額 3 4

 持分法適用会社に対する持分相当額 △98 △175

 その他の包括利益合計 △1,025 △348

四半期包括利益 3,307 4,400

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,301 4,390

 非支配株主に係る四半期包括利益 5 9
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

持分法適用の範囲の重要な変更

前連結会計年度において持分法非適用の関連会社であったPT.MATSUOKA INDUSTRIES INDONESIAは、重要性が増し

たため、第１四半期連結会計期間より持分法適用の範囲に含めております。

また、MASL COMPANY LIMITEDを新たに設立したことに伴い、第２四半期連結会計期間より持分法適用の範囲に含

めております。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

     該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

投資その他の資産 469百万円 417百万円
 

 

　２ 手形割引高

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

輸出手形割引高 6,140百万円 7,913百万円
 

 

　３　手形裏書高

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 822百万円 891百万円
 

 

　４ 債権流動化に伴う買戻義務

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

債権流動化に伴う買戻義務 1,111百万円 797百万円
 

 

※５ 四半期連結会計期間末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決済処理する方法を採用しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

受取手形 506百万円 672百万円

支払手形 1,367百万円 904百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 2019

年４月１日 至 2019年12月31日)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん

の償却額は次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 269百万円 391百万円

のれんの償却額 881百万円 881百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年４月25日
取締役会

普通株式 884 36.00 2018年３月31日 2018年５月31日 利益剰余金

2018年10月24日
取締役会

普通株式 638 26.00 2018年９月30日 2018年12月３日 利益剰余金
 

 　（注）2018年４月25日取締役会決議の１株当たり配当額には、設立70周年記念配当10円が含まれております。

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年４月23日
取締役会

普通株式 834 34.00 2019年３月31日 2019年６月４日 利益剰余金

2019年10月25日
取締役会

普通株式 761 31.00 2019年９月30日 2019年12月２日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高         

外部顧客への売上高 89,339 128,928 43,631 261,898 57 261,956 － 261,956

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 326 326 △326 －

計 89,339 128,928 43,631 261,898 384 262,283 △326 261,956

　セグメント利益 2,844 2,867 273 5,986 30 6,016 586 6,602
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事務処理受託等の各種役務提供を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額586百万円は各報告セグメントに配分していない全社損益であります。全社損益

は、報告セグメントに帰属しない財務関連の損益等であります。

３．報告セグメント、その他の事業セグメントのセグメント利益及び調整額の合計は、四半期連結損益計算書の

経常利益と一致しております。

 
 

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高         

外部顧客への売上高 83,627 117,251 48,507 249,386 53 249,440 － 249,440

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 335 335 △335 －

計 83,627 117,251 48,507 249,386 389 249,775 △335 249,440

　セグメント利益 3,049 3,078 412 6,540 11 6,551 636 7,188
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事務処理受託等の各種役務提供を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額636百万円は各報告セグメントに配分していない全社損益であります。全社損益

は、報告セグメントに帰属しない財務関連の損益等であります。

３．報告セグメント、その他の事業セグメントのセグメント利益及び調整額の合計は、四半期連結損益計算書の

経常利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 176円23銭 193円03銭

 （算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 4,327 4,740

 普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

4,327 4,740

 普通株式の期中平均株式数(千株) 24,555 24,556
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第73期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）中間配当について、2019年10月25日開催の取締役会において、

2019年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                        　  761百万円

②　１株当たりの金額      　           　  31円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日     2019年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年２月10日
 

蝶理株式会社

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関　　口　　浩　　一 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　田　　信　　之 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蝶理株式会社の

2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年12月31日

まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蝶理株式会社及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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